	「助言報告書」は毎回の助言終了後

1週間以内に提出してください。

【派遣専門家が記入】⇒【財団へ提出】


様式第９号（第14条関係）
※助言報告書とあわせて別様式(Excelファイル)の「助言進捗管理表」もご提出ください。
（様式は「ものづくりアドバイザー派遣事業」公式サイトからダウンロードできます。）

令和4年4月28日
助言報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（派遣専門家）　　　
氏名　　　〇〇　　〇〇　　　　　　　　　　　　　　
　　　次のとおり報告します。
	事業テーマ
	*********************************


	支援先企業名
	ABCD㈱
	
	実施回数
	　1　回目／全6回


	実施年月日
	助言時間　※(　)は助言時間数

	令和4年4月22日
	　　：　　～　　：　　　（　　　時間） 休憩〇時間(分) ※1



	助言事項（※派遣専門家が記入してください）

	＜今回の助言内容＞
・企業様のどんな課題・問題・悩みに対して、どんな助言・提案等を行ったか
を簡潔でけっこうですので　記載いただきますようお願いいたします。
・記載方法は問いません。
※2＜次回の予定＞
※２ 最終回は、次回の予定欄は不要


	助言場所※3
	ABCD㈱　EFG工場　など
	宿泊の有無
(○等で囲む)
	有り　・　無し


※助言時に使用した資料があれば添付してください。
※3　Zoom会議、Skype等のウェブ会議の場合は、助言場所欄にウェブ対応と記入ください。
※４　本制度では、実施要領第３条（支援内容）に定められた内容であること、専門家の持ち込み案件ではないこと　専門家のパッケージ化されたセミナー・研修内容ではないこと（個社別の課題と現状に合った助言内容であること）、専門家の得意分野が支援テーマと合致していること、テーマ及び課題に対して指導内容が適切であること、財団の職員・参事職・専門アドバイザーの対応による課題解決が困難であると判断されること　を前提に実施いたします。本制度へのご理解・ご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。　
	「助言報告書」は毎回の助言終了後

1週間以内に提出してください。

【派遣専門家が記入】⇒【財団へ提出】


様式第９号（第14条関係）

令和　　年　　月　　日

助言報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（派遣専門家）

氏名　　　　　　　　　　　　　　　

　次のとおり報告します。
	事業テーマ
	


	支援先企業名
	
	
	実施回数
	　　回目／全　　回


	実施年月日
	助言時間　※(　)は助言時間数

	令和　　年　　月　　日
	　　：　　～　　：　　（　　時間）


	助言事項（※派遣専門家が記入してください）

	＜今回の助言内容＞

＜次回の予定＞



	助言場所
	
	宿泊の有無
(○で囲む)
	有り　・　無し


※助言時に使用した資料があれば添付してください。
記載例








助言報告書作成日または提出日





※1 助言時間は、（専門家の拘束時間・滞在時間ではなく）専門家のノウハウ・助言を企業に落とし込んでいる時間であることをふまえ、休憩時間等を除いてご報告ください。


休憩等をはさんで午前から午後の実施の場合は、休憩を明記してください。（トイレ休憩を除く）


例：10：00～17：00　（4時間）休憩１時間


　　 9：00～14：30　（4時間）休憩45分、午後準備45分


13：00～17：15　（4時間）*　　


　　　　　*30分未満は切捨て











